
令和元年度事業報告

令和元年度の事業は、公益財団法人小野寺眞悟障がい者スポーツ振興会定款第 4 条に基づき、「フッ

トサル等スポーツ活動の普及事業」「フットサル等競技会等の開催・助成事業」の各事業は、計画通り

に実施いたしました。しかし、「フットサル等スポーツ活動の調査・研究事業」は、「スポーツ活動に

係る実践研究校の指定」は計画通り実施出来ましたが、令和 2 年 2 月に開催予定していた「研究成果報

告会及びフットサル研修会の開催」は新型コロナウィルス感染拡大防止の視点から中止せざるを得ませ

んでした。このことも含めて、令和元年度事業報告のご賛同の決議をお願いいたします。

1 定款第 4 条 1 のフットサル等スポーツ活動の普及

1-1 スポーツ用品の寄贈

本事業は、図1のフットサルボール及び簡易室内ゴール、ボッチャ用具、ティーボール用具、フロア

ーカーリング用サポートスティック、柔軟性コーナーポスト、水泳用フロートクッションを９カテゴリ

ーに分けて、それぞれ希望する26校に送付しました。金額は、送料も含めて558,630円でした。



1-2 フットサル指導員の派遣

令和元年度は、9校、旅費費として188,190円、諸謝金として129,000円、源泉徴収として

14,667円、計331,857円を支出した。

令和元年度のフットサル指導に際し、当初の指導員は社会福祉法人明日佳職員吉田順省氏を派遣して

いたが、当該吉田氏の異動に伴い、途中からエスポラーダ北海道監督小野寺隆彦氏を派遣しました。



2 定款第 4 条 2 のフットサル等競技会の開催・助成

1-1 「2019 第 3 回小野寺眞悟杯北海道特別支援学校フットサル大会」の開催

令和元年度の大会参加校数は、カテゴリーⅠ(中等部・高等部併置校)4校、カテゴリーⅡ(高等部単置

校)23校、27校(含む、台北市立啓聴学校)、参加生徒数190名、引率者数86名、合計276名でした。

宿泊は、北海道青少年会館コンパスと札幌市駒岡保養所に分宿しました。宿泊者は、前泊者156名、後

泊者69名、後後泊(台北市立啓聴学校)12名、合計237名でした。

支出総計は、3，098，043円でした。支出の項目は、次の一覧の支出となっています。

区 分 令和元年度支出

各学校の移動助成費 673,445円

参加者の宿泊費 1,503,164円

運営役員、審判等の謝金 365,295円

優勝カップ等の表彰費 124,836円

弁当等の食糧費 272,154円

大会パンフレットの印刷費 97,470円

大会参加・運営者の保険料 26,920円

消耗品・雑費 34,759円

○大会要項



〇参加校名と成績

○成績



3 定款第 4 条 3 のフットサル等スポーツ活動の調査・研究

3-1 スポーツ活動に係る実践研究校の指定

令和元年度は、次表の6校の研究テーマに基づく実践研究に対して、1校10万円の研究助成を行い、実践

成果報告書を400部印刷しました。研究助成費と印刷費の総計は、699,999円でした。

学 校 名 研 究 テ ー マ

北海道札幌高等養護学校 肢体不自由用ボッチャ支援器具の開発

北海道紋別高等養護学校 特別支援学校における男子新体操の指導～体験したことのない
動きへの挑戦とボディイメージの向上～

北海道札幌あいの里高等支援学校 サッカー部の活動を通した人間形成～自主性、協調性を育てる
部活動～

北海道中札内高等養護学校
幕別分校

スポーツをとおした地域参加を目指して ～部活動から生涯ス
ポーツへ～

北海道八雲養護学校 神経筋疾患の児童生徒における主体的な授業の取組～eスポーツ
の実践を通して～

北海道拓北養護学校 遠隔システムを活用した北海道肢体不自由養護学校体育大会の
試み

○スポーツ研究成果報告書の表紙と理事長の巻頭言

3-2 研究成果報告会及びフットサル研修会の開催

令和2年2月24日開催予定の当該報告会及び研修会は、新型コロナウィルス感染防止の視点で中止い

たしました。



4 管理費

管理費総計は、1,046,740円。

なお、内訳は、次表のとおりである。

区 分 令和元年度支出

役員報酬 11,137

給与手当 600,000

旅費交通費 125,300

委託費 86,400

租税公課 0

食糧費 0

支払手数料 122,100

通信費 62,553

消耗品費 39,250


